
 

 

平成平成平成平成 12121212年度年度年度年度 SGSTSGSTSGSTSGST総会および第１回研究会総会および第１回研究会総会および第１回研究会総会および第１回研究会    議事録議事録議事録議事録    
 
日時 ：平成 12年 5月 10日(水) 15:30~17:20 
場所 ：名古屋ガーデンパレス 
出席者：泉野(玉野総合コンサルタント)，宇佐美(名大)，小川(名古屋道路エンジニア)，梶川(金沢大学)，
勝俣(佐藤鉄工)，加藤(長大)，加藤(中日本建設コンサルタント)，久保(名城大学)，小澤(建設技術研究所)，
佐賀(IHI)，坂田(川田工業)，佐々野(大日本コンサルタント)，ラーマン：柴田代理（大日本コンサルタン
ト），杉浦(日本構研情報)，田畠(大日本コンサルタント)，玉腰(東洋技研コンサルタント)，入山(中日本建
設コンサルタント)，土井：河尻代理(NKK)，古市(東洋技研コンサルタント)，館石(名古屋大学)，嘉津(川
田テクノシステム)，山田(名古屋大学)，近藤(名城大学)，清水(信州大学)，貝沼(名古屋大学)，小塩(名古
屋大学)，葛西(名古屋大学)，牧野(玉野総合コンサルタント)，山田(トピー工業)，以上 29名(敬称略) 
 
１．総会議事 
 
１）代表挨拶（名古屋大学 山田先生） 
 
２）H9,10年度活動報告 
 ・小委員会「構造設計における「かたち」の決定プロセス」清水先生(信大) 
   概要説明と報告書の作成について 
 ・小委員会「橋梁の維持･補修の事例研究」山田先生(名大) 
   概要説明と報告書の作成について 
 
３）H11,12年度活動報告 
 ・小委員会「橋梁の省力化建設に関する課題と展望」奈良先生（岐阜大） 
   進捗無し 
 ・小委員会「橋梁の維持･管理，補修･補強の事例研究」山田先生(名大) 
   昨年に引き続き，活動予定 
 
４）H11年度会計報告 
 昨年の決算が承認された． 
 
５）H12運営体制 
 ・新しい幹事の承認 
 ・日程（次回以降開催日：6／20，8／22，10／17，12／19，3月(中部支部前日)を予定） 
 ・講師 各自で希望があれば検討 
 
６）ホームページの開設について 
 ・大手プロバイダと契約するのが安全であるとの判断より，@niftyと契約予定 
 ・ページに SGSTの名称を用いるかどうかについて，SGST自体は登録団体ではないが，現在判明して
いる範囲では問題なさそうであるため，用いる方向で検討 
 ・6月初旬をめどに公開予定とする． 
 
 
２．定期研究会 
１）議事録確認 
 
２）講演 
  「スマート構造物・材料の概念とその応用」（名古屋大学大学院工学研究科 松崎雄嗣先生） 
 
 
３．懇親会の開催 
  17:30～ 

 以上// 



 

 

平成 12年度 SGST幹事会 議事録 
 
日時 ：平成 12年 5月 10日(水) 14:30~15:30 
場所 ：名古屋ガーデンパレス 
出席者：山田(名古屋大学)，近藤(名城大学)，清水(信州大学)，貝沼(名古屋大学)，小塩(名古屋大学)， 
    葛西(名古屋大学)，牧野(玉野総合コンサルタント)，山田(トピー工業)，8名 
 
幹事会議事内容 
 
１．H11年度会計報告 
 ・収入の雑費は，ヤネフ先生の講演にかかるものを計上した． 
 ・支出で，研究員会費は，報告書の印刷費，郵送費などである． 
 ・収入と支出の確認を行った． 
 
 
２．運営体制について 
＜幹事＞ 
 ・今年度新規担当幹事は，各人に了承を受けた． 
 ・その他の幹事はまだ調整段階…基本的考えとして，大学関係は，各 1名，その他，官庁，公団等から
もお願いする． 
 
＜日程＞ 
 ・今後の委員会の日程は，6／20，8／22，10／17，12／19，3月(中部支部前日)を予定 
 
＜講師＞ 
 ・配布資料の方(8名)を予定，各回 1ないし 2人（内容の分量により調整）． 
 ・海外から講師がお願いできる場合は，特別研究会の形で開催もあり． 
 ・他の候補として，山田先生（欧州の橋梁視察報告），館石先生（研究報告），名高速のゴム沓，愛工大
の大型試験機，など 
 
 
３．活動内容について 
 ・H11年度分報告書の進捗報告がなされた(山田先生，清水先生)． 
 
 
４．ホームページの開設について 
 ・大手プロバイダと契約するのが安全であるとの判断より，@niftyと契約予定 
 ・契約に当たって月額 1600円/月必要，運営費より支出 
 ・ページの内容は葛西さんが中心となって計画 
 ・ページに SGSTの名称を用いるかどうかについて，SGST自体は登録団体ではないが，現在判明して
いる範囲では問題なさそうであるため，用いる方向で検討 
 ・6月初旬をめどに公開予定とする． 
 

 以上// 
 
 
 


